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Society 5.0 in Tohoku 1

⚫ 豊かな東北への一つの道筋

✓ 知識集約型社会、大変革時代の到来

✓ 日本の経済成長率の伸び予測（伸びしろが大）
2035年のGVA成長率
デジタル革新あり 2.7%
デジタル革新なし 0.8%

※Accenture推計

⚫ クロステック（X-Tech）人材の育成と活用が鍵

✓ 東北は日本の将来を10 年先取りする課題先進地域

✓ 多様な層のクロステック（X-Tech）人材を育成

✓ デジタル技術をあらゆる産業領域、日常生活に波及

✓ 経済発展と社会的課題解決の両立を目指すSociety 
5.0 理念の具現化へ



真のクロステック（X-Tech）へ 2

日本でICT利活用によるイノベーション創出および社会価値創
造を目指すにあたり、現状では、ユーザ企業（現場）にICT人
材が少ないという構造的問題がある
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卓越した研究と産業界との連携 3

国立 86大学 11%

公立 93大学 12%

私立 603大学 77%

全国

782大学

（出典）文部科学省「学校基本調査」

国立

2,277報

54%

公立 162報 4%

私立 546報 13%

独立行政法人

699報 16%

企業 205報 5%

その他 353報 8%

4,242

タイトル

（注）全分野における2013年から2015年の平均値
（出典）NISTEP科学研究のベンチマーク2017

国立

53,630百万円

73%
公立 3,342百万円

5%

私立 16,452百万円

22%

73,424

百万円

（注）共同研究、受託研究を合計した額
（出典）文部科学省「大学等における産学連携等
実施状況について（平成29年度）」

将来への投資としての
国立大学における

学びの機会

日本の大学数

Top10%補正論文数
大学における民間企業等からの
研究費受入額（2017年度）



4東北創成国立大学アライアンスの創設

●地域価値の向上
●地域社会の持続性と魅力の向上
●協働で課題を克服

目標

弘前大学

岩手大学

秋田大学

山形大学

宮城教育
大学

新潟大学

福島大学

産業界

地方公共団体 東北大学

東北地域の課題を解決し

豊かな東北の創造を実現

●東北創成国立大学アライアンス 令和３年３月１７日創設

・産学官連携のプラットフォーム構築により、人材育成・
研究・地域連携等で相乗効果を発揮

・Society5.0を牽引・実装でき、地域のイノベーション創出と
地域経済の発展を担う多様なレイヤーの人材を育成

東北６県と新潟県の８国立大学で構成

第一段階として

数理・データサイエンス・ＡＩ教育に関する連携から開始

８大学の担当責任者レベル（教育担当・事務担当）で構成

１）ノウハウ、カリキュラム等の情報共有

２）地域への情報発信

３）連携事業の開催

●数理・データサイエンス・AI教育連絡協議会を設置



数理・データサイエンス・AI教育連絡協議会 5

https://tohokusosei-ua.jp/

この度、東北地区の７国立大学（弘前、岩手、東北、宮城教育、秋田、山形、福島）と新潟大学は、
それぞれの個性・特色を活かして、優れた教育・研究・社会貢献活動を連携させ、地域のイノベーション創出
と地域経済の発展を担う人材育成に貢献するためのプラットフォーム「東北創成国立大学アライアンス」を創
設いたしました。
まずは、「数理・データサイエンス・ＡＩ教育」に関する連携からスタートし、各大学の取組やノウハウの情報
共有を行いながら、大学間で活用できる教育コンテンツの提供やカリキュラムの共同開発などを実施していく
予定としております。
なお、人口減少をはじめ、東北が直面する各種課題に対応するため、東北の産学官金のトップが一堂に
会して議論する場「わきたつ東北戦略会議」とも連携しながら、課題解決に向けたアライアンスの拡張も検討
していきます。



全分野を対象としたリテラシ教育 6

専門のセンターを設置して取組みを推進

意欲のある学生への学習機会の提供
データサイエンスマイスター制度（山形大学）
スマートマイニング特別プログラム（秋田大学）
副専攻「データサイエンス」の運用（新潟大学）
挑創カレッジ（CDSコース）、民間AI資格の取得支援（G検定、E資格）（東北大学）



学部専門教育（応用基礎レベル） 7

実世界データのデータ工学、およびそれに基づく課題解決の経験
データサイエンスインターンシップ（新潟大学）
データサイエンススタディセッション（山形大学）
ビジネスデータ科学（東北大学）



高度専門教育（大学院レベル） 8

アクチュアリー科目の提供（弘前大学）：
損保数理、損保数理演習、数学・生保数理演習を理工学研究科・数理コースに
提供

情報活用能力養成（宮城教育大学）：
教職大学院における情報活用能力学修プログラムの開発・実施

先進ヘルスケア工学院（秋田大学）：
超高齢社会における認知機能検査や日常生活行動を支援するAI、IoT、データ
解析、ロボティクス等を活かしたヘルスケアに関する教育研究を推進

データ科学国際共同大学院・留学生国費優先配置プログラム（東北大学）：
情報科学をハブとして工学、経済、生命、医学、理学、医工学の各大学院を連携
させ、企業の実世界データを用いたPBL、日本人学生・留学生の共修環境、国際
共同研究を実現



インターンシップ、産学連携教育 9

データサイエンス・インターンシップ（新潟大学）：
全学部3年生を対象に実施。企業インターンシップに加えて事前、事後指導を実施

データサイエンススタディセッション（山形大学）：
学生と企業技術者がグループを形成し、データに基づく課題解決に取組む

ビジネスデータ科学（東北大学）：
経済学部学生を対象とした企業講師による実践講義。AIMDを使って地域企業
提供データからビジネスソリューション構築

SecCap、SecCap-Basic（enPiT、東北大学）：
情報セキュリティマインドの醸成を目指した全国区の共同教育プログラム。産学連携
講義、実践演習を含む。学部、大学院対象



リスキル・リカレント教育 10

データサイエンススタディセッション（山形大学）：
学生と企業技術者がグループを形成し、データに基づく課題解決に取組む

新潟県データサイエンス人材育成協議会（新潟大学）：
16大学、３企業、新潟県が参加し、データサイエンティスト育成を推進

産学共同デジタル人材育成プログラム（東北大学）：
大手企業の多様なレベルの人材に対応したデジタル人材育成プログラムの提供
スケーラブルに実現するために、民間と共同したデジタル教材開発

仙台市X-Techイノベーションプロジェクト（東北大学）：
地域のIT企業技術者向けのデータ科学・AI実践PBLの実施

enPiT-Pro（東北大学）：
地域のIT企業技術者向けの情報セキュリティおよびデータ科学・AIに関する
履修コース提供



社会連携・アウトリーチ活動 11

データサイエンスCafé（山形大学）：
学内外の講師によるデータサイエンスの公開講演会

公開講演会「データサイエンスへの招待」（弘前大学）：
データサイエンス関連研究や産学連携の紹介

自治体へのDX推進支援、データサイエンス学術相談（山形大学）：
新庄市職員のDX研修や学術相談、企業・自治体からのデータの利活用に
関する相談

大学公開講座「超スマート社会への対応」（秋田大学）：
社会人の学び直し講座。超スマート社会構築に向けたイノベーション
（手形コース）／医学・保健学（本道コース）

実験家のためのデータ駆動科学セミナー、高度教養シリーズ「社会の中のAI
～人工知能の技術と人間社会の未来展望～」（東北大学）：
学生・研究者向けの学内外講師によるテーマ別セミナー、一般向けMOOC
コンテンツ



アライアンスの役割、実践上の課題 12

直面している課題
文理やスキルの不均一性をどう超えるか

→イシュードリブンな学び、デジタルコンテンツの活用
混み込みのカリキュラムにデータ科学・AI科目をどう入れるか

→デジタルコンテンツの活用による専門科目との並行的な学びを
マイクロクレデンシャル＆バッジの導入によって実現する
（ダブルメジャー）

応用基礎レベルで実世界データにどうやって触ってもらうか
→アカデミアの研究リソースの活用、産学連携

教員不足をどうするか
→人材育成企業との連携による教育コンテンツ作成
他大学とのコンテンツ共有

アライアンスの役割
データ科学・AI人材育成における教育コンテンツやノウハウの共有
人材育成を通して、課題先進地域→ソリューション先進地域



数理・データ科学・AIリテラシ 教材(オンデマンド) 13

基礎編

実践編

データ分析ツールを用いた実データ解析
（演習問題）



Python プログラミング (Colaboratory) 14

学習時間15時間



データ科学基礎 (ビデオ＋動作確認用Rapid Miner) 15

学習時間23時間



データ科学Training Camp I(e-learning) 16

学習時間15時間


